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ものですて実施 し競輪の補助金を受この事業は

 

0



序

データベー スは、 わが国の情報化 の進展上、重要 な役割 を果 たす もの と期待 されてい る。

今後 、データベー スの普 及に よ り、 わが国 において健 全な高度情報化社会 の形成 が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供可能 なデー タベー スの整備 は、国際的 な情報 化へ の貢献お

よび 自由 な情 報流通の確保 の観点 か らも必要であ る。 しか しなが ら、現在 わが国で流通 し

てい るデータベー スの中で わが国独 自の もの は乃 にす ぎないのが現状 であ り、 わが国デー

タベ ースサ ー ビスひいてはバ ランスある情 報産業 の健全 な発展 を図 るため には、 わが国独

自のデ ータベ ー スの構築 およびデータベー ス関連技術の研究開発 を強力 に促進 し、データ

ベー スの拡充 を図 る必要が あ る。

この よ うな要 請 に応 えるため、翻 データベ ース振興 センターで は 日本 自転車振興会 か ら

機械工 業振興資金 の交付 を受 けて、データベ ースの構築お よび技術 開発 について民間企業、

団体等 に対 して委託事業 を実施 してい る。委託事業の内容は、社会的、経済的、 国際 的に

重要で、 また地域 および産業 の発展 の促進 に寄与す る と考 え られ てい るデータベ ースの構

築 とデータベー ス作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化 な どに関係 したソフ

トウェ ア技術 ・ハー ドウェア技術で ある。

本事業 の推 進 に当って、 当財団 に学識経験 者の方々で構 成 され るデータベー ス構 築 ・技

術 開発促進委 員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「既存 画像データの フォーマ ッ ト変換 システムのプ ロ トタ イプ作 成」は平成5年 度

のデ ータベ ー スの構築促進 および技術 開発促進事業 として、 当財 団が㈱ ジー ・サーチ に対

して委託実施 した課題 の一つであ る。 この成 果が、 データベース に興味 をお持 ちの方々や

諸分野 の皆様 方のお役 に立 てば幸 いであ る。

なお、平成5年 度 データベー スの構 築促進 お よび技術開発促進事業で 実施 した課題 は次

表の とお りで あ る。

平成6年3月

財団法 人 デ ータベ ース振興 センター



平成5年 度 データベ「ス構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1CD-ROMに よるテレビ視聴率データベLス の構築'
「㈱ ビ デ オ

・リサ ー チ

2輸 入苦肉貨物の規格 ・重量等の検証用データベースの構

築

3知 的資源型データベースの調査研究

五 十嵐冷蔵㈱

㈱ ジャパンコミュニケーションズイ
.

ン ス テ ィチ ュー ト

社 会
4ビ ジネス雑誌記事データベー スの共同構築 とその利用 に' 経済文献研究会

関する調査研究

5新 しい電子情報サービスに関する調査研究 ㈱日本経済新聞社/㈱ 日経データ社

6研 修用教材データベースのプロ トタイプ作成 働大阪科学技術センター

7マ イクロマシン技術情報データベースの構築調査 (財マ イ ク ロ マ シ ン セ ンタ ー

8異 分野研究のための知的オ リエンテー ション ・データベ ㈱ けいはんな

一スシステムの構築

9関 西広域データベースセンター設立のための調査研究 関西データベース協議会

中小企業振興 10地 域活性化のための産 ・学交流支援データベースのプ ロ 東 北 イ ン テ リジ ェ ン ト ・コ スモ ス学

地域活性化 トタイプ作成 〈
11中 小企業技術情報データベースの構築 ㈱オーネッ ト

12地 域 情報 を対象に した分散 協調型データベー スシステム ㈱エマーズ

の開発

13電 子デバイス情報の海外提供サービスに関する調査 電子デバイス情報サービス㈱

14某 日キーワー ド変換機能を もつデータベース検索 システ カテナ㈱

海 外 ムの開発

15CD-ROMに よる5ヵ 国対訳特許用語辞典及び関連諸制 丸善㈱

度一覧の構築

16人 体形状画像データ合成のための技術開発 ㊨人間生活工学研究センター

170CRを 利用 したキーワー ド自動抽出に関す る調査研究 ㈱ エ レ ク ドロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ リー

18既 存画像データのフォーマッ ト変換 システムのプ ロトタ ㈱ ジ ー ・サ ー チ

イブ作成

19安 全研究における多重シソー ラス ・システム構築のため ㈱紀伊國屋書店
技 術

の基本安全用語データベースの開発

20デ ータベース検索サポー トシステムのプロ トタイプ作成 セントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

21グ ループ ワーク支援 のための分散型 トランザ クション管 ㈱新世代 システムセンター

理方式の調査研究



目 次

1.概 要

.1目 的

.2特 長

.3実 施 内 容

1

1

1

2.プ ロ トタ イ プ 仕 様

2.1対 象 デ ー タ の 調 査 ・分 析

2.2適 用 範 囲

【
り

0
σ

3.プ ロ トタ イ プ 作 成

3.1ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

3.2ソ フ トウ ェ ア 構 成

3.3機 能 詳 細

0
0

0
ロ

n
U

0
白

0
乙

0
0

4.プ ロ トタ イ プ 評 価

4.1テ ス ト内 容

4.2テ ス ト評 価

40

43

5.今 後 の 課 題 44

6.結 び 45

資 料1 47

資 料2 61





1.概 要

1.1目 的

マルチメデ ィア時代 を迎えた今 日、オ ンライ ン商用データベースの分野 において も、

FAX、NAPLPS(NorthAmericanPresentationLevelProtcolSyntax:北 米

ビデオテ ックス通信規約)、JPEG(JointPhotographicExpertGroup)な ど種

々の画像 フ ォーマ ッ トによるサービスが提供 されている。 しか し、 これ らの画像 フォ

ーマ ッ トは符号化方式
、圧縮方式が各 々異 なるため、利用者 は各 々の画像 フォーマ ッ

トに対 して専用 の端末 ソフ ト、機器等 を用意す る必要がある。 また、画像サー ビスを

提供す るデ ータベース業者 は、画像フォーマ ッ トの選定、複数 フ ォーマ ッ トでデータ

を有す る ことに よる費用負担等の問題 を抱 えてい る。

この様 な状況 に対処す るには、 これ らの画像情報の変換を行 う システムを開発す る

必要が ある。 これ によ り、 ある特定の フォーマ ッ トで記述 され た画像デ ータに対 して、

必要 に応 じて変換を施 す ことが可能 とな り、利用者が専用 ソフ ト、機器等 を全て取 り

揃え ることは不要 にな ると共 に、提供者の画像情報保持に関す る負担 を軽減す ること

が可能 となる。

本課題 はデータベースの技術開発 に属す るものであ り、現在ニーズが大 きいと考え

られ るNAPLPSデ ータか らFAXデ ータへの変換 システムについて、 プロ トタイ

プを作成 した。

1.2特 長

現在 、オ ンライ ン商用デ ータベースの分野では様 々な画像情報が提供 され ているが

その数 はまだ少 な く、文字情報が大半 を占めてい るのが現状であ る。 この様 な状況 に

あ って、 当社 は数値データベースを素材 に文字情報か ら画像情報へ の変換 に取 り組 み

NAPLPSに よるグラフ表示機能 を既 に商品化 している。今 回プロ トタイプの作成

を行 ったNAPLPSか らFAXへ の変換 について も、データベース業界 においては

初 めての試みで ある。

1.3実 施内容

オ ンライ ン商用デ ータベースサービスrG-Search」 において、 「アイ ・エ

ヌ産 業統計デ ータベース」は数値データのテキス ト表示の他 に、次 に示す ような全部

で6種 類(折 れ線 グ ラフ、棒 グラフ、積 み重ねグ ラフ、帯 グラフ、2種 類 の円グラフ)
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のNAPLPSに よるグラフ表示機能 を提供 して いる。

本課題で は、 このNAPLPSデ ータか らFAXデ ータへの変換を行 うシステムの

プ ロ トタイプを作成 し、その評価を行 った。

【NAPLPSに よるグラフ表示例】

使用データ ベース 「アイ ・エヌ産業統計 データベース」

使用データ 「一余暇市場の動 向一(1982年 ～1990年)」

出展:翻 余暇開発 セ ンター 「レジャー白書」
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折れ線グラフ

棒グラフ

積み重ねグラフ

帯グラフ

円グラフ

円グラフ(構 成比データのみ)

P.3図1-1参 照

P.3図1-2参 照

P.3図1-3参 照

P.4図1-4参 照

P.4図1-5参 照

P.4図1-6参 照
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一一余暇市場の動 向一一

出所:㈱ 余暇開発セ ンター 「レジャー白書」
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出所:働 余暇開発 セ ンター 「レジャー白書 」

ぶ スポーツ
門趣味 ・創作
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図1-2棒 グ ラフ

一一余暇市場 の動向一一

出所:働 余暇開発 セ ンター 「レジャー白書」
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図1-3積 み重 ねグラフ

一3一



一一余暇市場の動向一一

出所:㈱ 余暇開発 セ ンター 「レ ジャー白書」
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出所:働 余暇開発 セ ンター 「レジャー白書」
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2.プ 白 トタイプ仕様

2.1対 象 データの調査 ・分析

対象 とす るNAPLPSデ ータの解析 につ いて、そのコー ド体系 を中心 に描画関数

での実現方法 につ いて調査を行 った。

2.1.1NAPLPSの 特長

NAPLPSは 、アルフ ァ ・ジオメ トリック方式 を採用 してい る。 これ は、端末 の

デ ィスプ レイを仮想的 な方眼紙 に見立て、横軸 をX軸 、縦軸をY軸 と して座標 を指定

し、ベ ク トルデ ータで画像 を描 く方式であ る。作画 にあた っては座標位置 の他 に、直

線や曲線 などの図形 を指定 し、あとは端末 のグラフ ィック表示機能 に依存 して画像 を

完成 させ てい くのが特徴で ある。

一般的 に
、 ビ ッ トマ ップイメ ージのデ ータファイルよ り小 さいサイズで画像 を表現

す ることがで きる。

2.lv2NAPLPSの コー ド体系

NAPLPSで のコー ドの表現方法 には、7ビ ッ ト表現 と8ビ ッ ト表現 の2っ が あ

るが、どち らの表現法で もNAPLPSで 扱 う全 てのコー ドを1度 に表現す るには不

十分 である。

そ こで、NAPLPSで はISO2022-1982符 号拡張技術 に基づ いて、同

じコー ドに異 な った意味 を与えてい る。(実 際 には、ISO2022-1982に 、

漢字 コー ドに関 す る拡張方式等を追加 して、JISXO202情 報交換用符号の拡張

法を用 いている)

コー ド拡張 は、 コー ド表を制御 コー ドと図形 コー ドの2つ の部分 にわけ
、それ ぞれ

の部分 に対応す るコー ド集合を入れ替 える ことで行 う。8ビ ッ ト環境 におけ る符号拡

張 は、7ビ ッ ト環境 にお ける符号拡張 を包含 してい る。
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CO制御集合

制御集合の指示 と
呼び出 し

イ ンユ ーステーブル

(使用中の表)

図形集合の
呼び出 し

図形集合の指示

図形集合
レバー トリ

CO

＼ こ … ・一…-1… ・・/一 …

C1
`

C

.
1

.

…

ico

i

GL C1 GR

'、 、

≡..e-● ■ ●.・.・

」
GO

「

G1 G2 G3

GO,G1,G2,G3G1,G2,G3

が 可 能 が 可 能

C1制御集合

GO,G1,G2,G3

が 可 能

口 口[llllllllF]
基本文字集合
追加文字集合
カタカナ集合

PDI集 合

モザ イク集合

マ クロ集合

DRCSl

日本語文字集合
DRCS2

図2-18ビ ッ ト環境 にお ける符号拡張

94文 字集合を示す

96文 字集合を示す

口
2バ イ ト集合 を示す

晶

2.13イ ンユーステーブル

JISXO202情 報交換用符号の拡張法で は、符号 自体 は固定的 に割 り振 られて

いる。符号 を拡張 す る場合は、符号表の 内容を固 定せず、必要 に応 じて入れ替えて様

々な符号 を表現 す る。一時 に使用出来 る符号表を、 インユーステ ーブル(設 定符号表

または使用中の表)と 呼ぶ。

コー ドには7ビ ッ ト系 と8ビ ッ ト系の2種 類の表現の方法が ある。7ビ ッ トの場合

はイ ンユーステーブルの符号の数 は128種 類、8ビ ッ トの場合 は256種 類 である。

8ビ ッ ト環境 におけ る符号拡張で は、 イ ンユ ーステ ーブルはCO、GL、C1、G

Rの4つ の部分 に分かれ る。COとC1に は制御符号が入 り、GLとGRに はGセ ッ

トと呼ぶグ ラフ ィックキ ャラクタが入 る。符号表 は制御符号 で入れ替え る。
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2.1.4イ ンユー ステーブルへ の符号の割 り当て

イ ンユーステーブル に符号を割 り当てるには、2段 階の操作が必要 である。

(1)

図形集合の指示 には、 エスケープ シーケ ンスを使用す る。

とは、ESC

そ して終端キ ャラクタ(Fキ ャラクタ)で 構成 され、 どのG集 合 にどの符号集合 レバ

ー トリを指示す るか を指定す る。

1段:図 形集合の指示

符号集合の レバ ー トリの中か ら、使いたいものをG集 合(GOか らG3)の

何 れかに割 り当て る。

2段:図 形集合 の呼 び出 し

GOか らG3ま での集合 を、GLま たはGRに 割 り当て る。

図形集合 の指示

エスケープ シーケ ンス

(1/B)と 、 それ に続 くい くつかの指示キ ャラクタ(1キ ャラクタ)、

＼ 対象 セ ッ ト 1キ ャ ラク タ 対 象 レバ ー トリ Fキ ャラ クタ

制 CO 2/1 CO制 御集合 F
御 Cl 2/2 Cl制 御集合 F

基本文字集合 4/2
94 GO 2/8 補足文字集合 7/C
種 G1 2/9 PDI集 合 5/7
系 G2 2/A モザイク集合 7/D

G3 2/B マクロ集合 7/A
DRCS1集 合 7/B

96 Gl 2/D
種 G2 2/E ひ らがな集合(JIS6226) 4/1
系 G3 2/F カ タカ ナ1集 合(JIS6226) 4/3

カタカナ2集 合(JIS6220) 4/7
図2-21キ ャ ラ クタ 漢字集合 4/0

(「 どこへ」を示す) 追加漢字集合 4/1
DRCS2集 合 4/2

図2-3Fキ ャラ クタ

(「 何 を」 を示 す)
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(2)図 形集合 の呼 び出 し

図形集合の呼び出 し方法 には、次 の2つ の方法が ある。

・ロッキング法

呼 びだ した符号 セ ッ トを、次の呼び出 しまで固定す る。

・非 ロ ッキング法

シングル シフ トとも呼 び、 シングル シフ ト符号 の次の符号 ひとつだ けが呼 び

出 しの対象 になる。

呼び出し方法 省略表示 手 順 機 能 備 考

シ フ ト ・イ ン SI 0/F GO→GL(G)

シ フ ト ・ア ウ ト SO 0/E Gl→GL(G)

ロ ッキ ング ・シフ ト1右 LSlR ESC7/E Gl→GR 8ピットの み

ロ ッキ ング ・シフ ト2 LS2 ESC6/E G2→GL(G)

ロ ッキ ング ・シフ ト2右 LS2R ESC7/D G2→GR 8ビットの み

ロ ッ キ ン グ ・ シ フ ト3 LS3 ESC6/F G3→GL(G)

ロ ッキ ング ・シフ ト3右 LS3R ESC7/C G3→GR 8ピット の み

シングル ・シフ ト2 SS2 1/9 G2→GL(G)

シ ングル ・シフ ト3 SS3 1/D G3→GL(G)

図2-4図 形集合の呼 び出 し方法

cb制 御集合 は、イ ンユーステーブルに固定 されて いるので、指示 と登録 は不要 で

あ る。

Cl制 御集合 はC集 合 に固定 なので、指示 は不要(8ビ ッ トの場合 は呼び出 しも不

要)で ある。7ビ ッ トの場合の呼び出 しは、 シングル ・シフ トでESC4/0～5/F

とな る。

(3)デ フォル ト設定

イ ンユーステーブル、符号集合 には、特 に呼 び出 しや指示 を しな くて も予 め次の符

号表が設定 されて いる。

・制御 セ ッ ト ・イ ンユーステーブル(7ビ ッ ト)

COCO制 御集合COCO

ClC1制 御集合GGO

・Gセ ッ ト ・インユーステ ーブル(8ビ ッ ト)

GO基 本 文字集合COCO
GlPDI集 合ClCl

G2補 足文字集合GLGO

G3モ ザ イク集合GRGl
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2.2適 用範囲

ここでは、本 システムがサ ポー トする符号集合 とコー ドについて述べ る。

・サポー トす る符号集合

CO制 御 集 合CO制 御

{
基本文字集合ASCII文 字列

日本語文字 集合2バ イ ト表現の 日本語文字列

PDI集 合 一般図形記述命令

・本 バー ジョンで はサポー トしない符号集合

Cl制 御集合

追加文字集合

片仮名文字集合

モザイク集合

マクロ集合

DRCS集 合

テキス ト形式、マクロ等の制御

ラテン語を基礎とする文字列

1バ イ ト表現の片仮名文字列

(一部 を除 いてサポー トす る)

(一部 を除 いてサポー トす る)

2×3の 要素からなる65通 りのモザイク文字

マクロ集合

動的再配置可能文字集合

2,2.1CO制 御集合

ここでは、描画で使用す るコマ ン ドを中心 にCO制 御集合 にっいて述べ る。

尚、アクテ ィブ ・ポ ジシ ョン ・セ ッ ト等 はフォーマ ッ ト・エフ ェクタ ・キ ャラクタと

呼ばれ、 カーソルを文字単位 に移動 する為の コマ ン ドであ り直接描画 には関係 しない

が、 ク リアス ク リー ン(CS)だ けは描画で使用す る。

b5-b8 0000 0001

bbbb

4321 0 1

00000 NUL (del)
00011 (soh) (dc1)
00102 (stx) (dc2)
00113 (etx) (dc3)
01004 (eot) (dc4)
OlO15 (enq) (nak)
Ol106 (ack) (syn)
01117 BBL (etb)
10008 (APB) CAN

10019 (APF) SS2

1010A (APD) SDC

1011B (APU) ESC

1100C (CS). (APS)
1101D (APR) SS3
1110E SO (APH)
1111F SI NSR

(xxx)NAPLPSで は使 用 しない

(XXX)フ ォー マ ッ ト ・エ フ ェク タ ・キ ャ ラク タ

カ ー ソ ルを文 字 単 位 に移 動 す る

図2-5CO制 御集合
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対応 コード 記号 説 明

× 0/0 NUL ナル(無 視 す る)

× 0/7 BEL ベルを鳴 らす

× 0/8 APB(BS) ア ク テ ィ ブ ・ポ ジ シ ョ ン ・バ ッ ク ワ ー ド

× 0/9 APF(MT) ア ク テ ィ ブ ・ポ ジ シ ョ ン ・ フ ォ ワ ー ド

× 0/A APD(LF) ア クテ ィブ ・ポ ジ シ ョン ・ダ ウ ン

× 0/B APU(VT) ア クテ ィブ ・ポ ジ シ ョン ・ア ップ

◎ 0/C CS(FF) ク リ ア ・ス ク リ ー ン

× 0/D APR(CR) ア ク テ ィ ブ ・ポ ジ シ ョ ン ・ リ タ ー ン

○ 0/E SO シ フ ト ・ア ウ ト

○ 0/F SI シ フ ト ・イ ン

◎ 1/8 CAN キ ャンセル(実 行中のマ クロを中断す る)

○ 1/9 SS2 シ ングル ・シフ ト2

○ 1/A SDC サ ■ ビス ・デ リ ミッタ ・キ ャラ クタ(NULLと 同 じ)

○ 1/B ESC エ スケ ープ

× 1/C APS ア ク テ ィ ブ ・ポ ジ シ ョ ン ・セ ッ ト

○ 1/D SS3 シ ングル ・シフ ト3

× 1/E APH ア ク テ ィブ ・ポ ジ シ ョン ・ホ ー ム

◎ 1/F NSR ノ ンセ レクタ ブ ル ・リセ ッ ト

◎

○

×

描画で使用す る
NAPLPSコ ー ドを解析す る為の制御 にのみ使用す る

(詳細 は、2.1NAPLPSの コー ド体系 を参照)
上記2っ 以外 であるので、無視す る

尚、NAPLPSで は使用 しないコー ドも無視 す る

図2-6NAPLPSで 使用す るCO制 御集合
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(1)0/CCS(ク リア ・ス ク リー ン)

① 機能

カーソル をデ ィスプ レイ領域の左上 の文字位置に移動 し、カ ラーモ ー ドの指定

に従 ってデ ィスプ レイ領域 をク リアす る。

・カ ラーモ ー ド0ま たは1:名 目上の黒で ク リアす る

・カ ラーモ ー ド2:バ ックグラウン ド・カ ラーでク リアす る

② 本 システ ムでのサポー ト

NAPLPSコ ー ドの先頭で一連 の初期化 手続 き

CANNSRSORESETの 直後

に現れ るので、将来的 なサポー トの為 に、描画対象 と してカラーモ ー ドの指定 に

従 ってデ ィスプ レイ領域 のク リアのみ行 う。

③ 補 足

NAPLPSグ ラフ以外での、本 コマ ン ドの用法 を特定 しかね るので、本バ ー

ジ ョンでは本機能 の実現 をRESETの 一部 として扱 う。

(2)1/8CAN(キ ャンセル)

① 機能

現在実行中のマ クロの処理 を中断す る。

② 本 システムでのサポー ト

NAPLPSコ ー ドの先頭で一連の初期化手続 き

CANNSRSORESET

と して現れ るので、将 来的 なサポー トの為 に、描画対象 とす る。

③ 補 足

NAPLPSグ ラフ以外での、本 コマ ン ドの用法 を特定 しかね るので、本 バー

ジョンでは本機能 の実現 をRESETの 一部 として扱 う。

(3)1/FNSR(ノ ンセ レクタブル リセ ッ ト)

① 機能

各種 の属性 を初期化 して、カーソルを位置付 ける。

・コー ド拡張の登録、呼 び出 しをデフ ォル トにす る 、

・DOMAINコ マ ン ドで設定す る各属性 をデ フォル トにす る

・文字関連の各種属性 をデ フォル トにす る
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・アクテ ィブフ ィール ドを表示領域全体 とす る

・TEXTUREコ マ ン ドで設定す る各種の属性 をデ フォル トにす る

'プ ログ ラマブルマスクは変化 しない

・カ ラーモー ドを0に す る

・描画用 カ ラーを白にす る

・カ ラーマ ップの内容 は変化 しない

・NSRの 直後 に続 く2バ イ トが両方 ともイ ンユーステーブルの列4ふ ら7

にあれば、カーソルが位置付 けされ る

② 本 システムでのサポー ト

NAPLPSコ ー ドの先頭で一連の初期化手続 き

CANNSRSORESETL

として現れ るので、将来的 なサポー トの為 に、描画対象 とす る。

③ 補足

NAPLPSグ ラフ以外での、本 コマ ン ドの用法 を特定 しかねるので、本バー

ジ ョンでは本機能 の実現をRESETの 一部 として扱 う。
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2.2.2基 本文字集合

基本文字集合 は、次 に示す ように94の アルフ ァベ ッ ト文字、数字、句読点、記号

か ら構成 され る。

111X

P

q

r

s

t

U

v

W

x

y

z

{

ー

}一

↓刊

011X

`

a
b

c
d
e
f

g
h
i

j
k
l
m
n
o

101X

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

[

¥

]・

一

001X

@
A
B
C

D
E
F
G
H
I

J
K

L
M
N
O

110X

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9
・

:
・

〈

=

〉

?

010X

づ

!
"

#

$

%

&
・

ー

ー

*

+

二

.

/照

8

7

6

5

一

Ｔ

L
U

LU

LU

LU

4
1LU-⊥LUり6LUOO

トU

4

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

FO101010101010101001100110011001100001111000011110000000011111111

※b8は 図形集合の呼び出 しで、GLま たはGRに 設定 された ときに決定す る。

図2-7基 本文字 集合

基本文字集合 を指示す る為の符号列 は、次の通 りである。

GOESC2/84/2

GIESC2/94/2

G2ESC2/A4/2

G3ESC2/B4/2

・本 システムでのサ ポー ト

文字数、ASCIIコ ー ド文字列への リンク、文字列 の原点か ら、予 め設定 され

ている幅、高 さ、回転方向、文字間隔 を考慮 して1文 字づ っ描画す る。
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2.2,3日 本語文字集合

日本語文字集合は、2バ イ ト表現 の 日本語文字列 であ り、32個 の罫線素片を除 い

てサポー トす る。

構成

特殊文字

数字

ローマ字

ひらがな

カタカナ

ギ リシャ文字

第1水 準漢字

第2水 準漢字

罫線素片

個 数

147

10

50

83

86

48

2965

3388

32サ ポ ー トしな い

日本 語 文字 集 合 を指 示 す る為 の符 号 列 は、 次 の通 りで あ る。

GOESC2/44/2ESC2/44/O

GIESC2/42/094/2ESC2/42/094/O

G2ESC2/42/104/2ま た はESC2/42/104/O

G3ESC2/42/114/2ESC2/42/114/0

・本 システムでのサポー ト

文字数 、JIS漢 字 コー ド文字列への リンク、文字列の原点か ら、予 め設定 され

て いる幅 、高 さ、回転方 向、文字間隔 を考慮 して1文 字つつ描画す る。
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2.2.4PDl集 合

PDI(PictureDescriptionInstruction)集 合 は、 そ れ ぞれ4つ の 型 を持 つ6

つ の ジオ メ トリッ ク図 形 プ リ ミテ ィブ と8つ の制 御 符号 、 お よび数 値 デ ー タ に対 す る

64の 文 字 位 置 に よ り構 成 され て い る。

b8 x x X X x x

b7 0 0 1 1 1 1

b6 1 1 0 0 1 1

b5 0 1 0 1 0 1

bbbb

4321行

00000 制 長
00011 方
00102 御 形
00113

01004 一
01015 点 角
01106 形
01117 座標データ
10008 イ メ

10019 線 ン ン

1010A ク タ

1011B リ ル

1100C T
1101D 弧
1110E 御
1111F

※b8は 図形集合の呼 び出 しで、GLま たはGRに 設定 され たときに決定 す る。

図2-8PDI集 合

PDI集 合を指示 す る為 の符号列 は、次の通 りである。

GlESC2/D5/7

G2ESC2/E5/7

G3ESC2/F5/7
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対応 コード 記号 説 明

○ 2/0 RESET リセ ッ ト(属 性 とパラメタを初期化す る)

◎ 2/1 DOMAIN オペラ ン ドの次元、精度 とペル ・サイズを決定す る

○ 2/2 TEXT 文字の描画様式を決定する

○ 2/3 TEXTURE 線種、塗 りつぶ しパター ン等 を決定す る

◎ 2/4 POINTSET(ABS) 描画点を絶対座標へ移動する

◎ 2/5 POINTSET(REL) 描画点を相対座標へ移動する

◎ 2/6 POINT(ABS) 描画点を絶対座標へ移動 し、描画する

◎ 2/7 POINT(REL) 描画点を相対座標へ移動 し、描画する

◎ 2/8 LINE(ABS) 描画点か ら終点までの線分を描画する

◎ 2/9 LINE(REL) 描画点か ら終点までの線分を描画する

◎ 2/A SET&LINE(ABS) 始点か ら終点までの線分を描画する

◎ 2/B SET&LINE(REL) 始点か ら終点までの線分を描画する

? 2/C ARC(OUT) 描画点、中点、終点を通 る円、円弧等を描画する

? 2/D ARC(FIL) 描画点、中点、終点を通 る円、円弧等を塗 りつぶす

? 2/E SET&ARC(OUT) 始点、中点、終点を通る円、円弧等を描画する

? 2/F SET&ARC(FIL) 始点、中点、終点 を通 る円、円弧等を塗 りつぶす

◎ 3/0 RECTANGLE(OUT) 描画点か ら変位で囲まれる長方形を描画する

◎ 3/1 RECTANGLE(FIL) 描画点か ら変位で囲まれる長方形を塗 りつぶす

◎ 3/2 SET&RECT(OUT) 始点か ら変位で囲まれる長方形を描画する

◎ 3/3 SET&RECT(FIL) 始点か ら変位で囲まれる長方形を塗 りつぶす

◎ 3/4 POLYGON(OUT) 描画点か ら複数の頂点を持つ多角形を描画する

◎ 3/5 POLYGON(FIL) 描画点か ら複数の頂点を持つ多角形を塗 りつぶす

◎ 3/6 SET&POLY(OUT) 始点か ら複数の頂点を持つ多角形を描画する

◎ 3/7 SET&POLY(FIL) 始点か ら複数の頂点を持つ多角形を塗 りつぶす

? 3/8 INCREFIELD ア ク テ ィブ ・フ ィール ドを 定義 す る

? 3/9 INCREPOINT フォ トグラフ ィック図形を描画す る

? 3/A INCRELINE 短い線分をつなぎ合わせて線画を描画する

? 3/B INCREPOLYGON 短い線分をつなぎ合わせて多角形を作 り図形を描画する

◎ 3/C SETCOLOR カラーマ ップ にカラー値 を設定 す る

× 3/D WAIT 次のコマンドを実行するまでの待ち時間を設定する

◎ 3/E SELECTCOLOR カ ラーモ ー ドと、描画色、背景色 のア ドレスを指定す る

× 3/F BLINK ブ リンクを指定 す る

◎
○

×
?

描画機能 で使用す るのでサポ ー トす る
一部機能 を描画で使用す るので

、機能 を限定 してサポー トす る描画機
能 に無関係で あるので無視 す る

本バー ジ ョンで はサポー トしない
図2-9NAPLPSで 使用す るPDI集 合
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(1)2/ORESETオ ペ ラン ド1

オペ ラン ド2

① 機能

属性 とパ ラメタを初期化す る。

オペラ ン ド1(固 定 形式 オペ ラン ド)

DOMAIN関 連

カラー関連

スク リー ン/ボ ーダーのク リア

・DOMAIN関 連

1:ド メ イ ンコマ ン ドで指定 す る各 パ ラメ タ を全 てデ フ ォル トにす る

0:変 化 しな い

・カ ラー関 連)

ビ ッ トの 立 ち方 に よっ て、 カ ラー ・モ ー ドやカ ラー ・マ ップ の値 を設 定 す る。

・ス ク リー ン/ボ ー ダ ー の ク リア

表示領域やボーダ領域、デ ィスプ レイ面 を黒またはフォアグ ラウ ン ド・カ ラー

で塗 りつぶす。

1・
1

1

オペラ ン ド2

TEXT関 連(O

BLINK関 連(0

非保護 フ ィール ド関連(O
TEXTURE関 連(0
マクロ関連(O

DRCS関 連(0

(固定形式オペ ラン ド)

変化 しない)

変化 しない)

変化 しない)

変化 しない)

変化 しない)

変化 しない)

・TEXT関 連

カ ー ソ ル ・ホ ーム 後 、文 字 関 連 パ ラメ タを デ フ ォ ル ト値 にす る。

・BLINK関 連)

ブ リンク を解 除 す る。

・非 保 護 フ ィール ド関 連

非 保 護 フ ィール ドを保 護 フ ィー ル ドにす る(INCREMENTALコ マ ン ド参 照)。

・TEXTURE関 連

TEXTUREコ マ ン ドで きま るパ ラメ タ をす べ て デ フ ォル ト値 にす る。

・マ ク ロ関 連
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すべてのマクロをク リアす る。

・DRCS関 連

すべてのDRCSを ク リアす る。

② 本 システムでのサポー ト

オペラ ン ド2の 項 目は、本 バー ジョンではサポー トしない。

(2)2/lDOMAINオ ペ ラン ド1

論理ペルサイズ(多 値オペ ラン ド)

① 機能

オペ ラン ドの次元、精度 と論理ペル ・サイズを決定 す る。

オペ ラン ド1

単一値長

多値長

次元

(固定形式 オペ ラン ド)

・単 一倍長 単一値オペ ラン ドのバイ ト数か ら1を 引いた数が入 る

0:1バ イ ト(デ フ ォル ト)

3:4バ イ ト

・多 値長 多 値 オ ペ ラ ン ドの バ イ ト数 か ら1を 引 い た数 が 入 る

0:1バ イ ト

2:3バ イ ト(デ フ ォル ト)

7:8バ イ ト

・次 元 デ ータ の座 標 値 が2次 元 座 標 か3次 元座 標 か を示 す

0:2次 元(デ フ ォル ト)

1:3次 元
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X 1
11111

llIIl

論理ペルサ イズ(多 値 オペラ ン ド)

dxdy

lIl

・論理ペルサ イズ 多値オペ ラン ドで、論理ペルの大 きさを決定す る。

日ユ 砂
dx

② 補足

ペル とはピクチ ュア ・エ レメ ン トの略で、絵を描 く場合 に様 々な太 さの筆 を使 う

ように、画像 を描 く基本 とな る点 をこう呼んで いる。ペルは本来、長方形で縦 と横

の長 さを指定す る。縦横 の長 さを変え ると、 フェル トペ ンで描 いたような効果が で

る。点線 や破線の点 と点 の間隔 などもこれで決 まる。

ペルのデ フォル トはゼ ロで、そのときの点 の大 きさは、表示可能 な最小 の点 と同

じであ り、ゼロ以外の ときは、指定 した座標か ら右上 の方 向にペルを表示す る。 ま

た、長 さに負 の値 を指定す ると、座標の下方や左方に も表示 できる。

本 プログラムは、Xウ イン ドウか らハー ドウェアの描画機能 を使用 して いるので、

NAPLPSの 仕様 と同等のペル機能 を実現す る変わ りに、上記の線幅を設定す る。

また、点線や破線の点 と点の間隔等 は、Xウ イ ン ドウで予 め設定 されてい るもの を

使用す る。
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(3)2/2TEXTオ ペ ラン ド1

オペ ラ ン ド2

キ ャラクタ ・フ ィール ド・サイズ(多 値オペ ラン ド)

① 機能

文字の描画様式を決定す る。文字 はキ ャラクタ ・フ ィール ドと呼ぶ四角形 の中

に描画す るが、 そのキ ャラクタ ・フ ィール ドの性質 を決定 す る。

・回転

0

1

2

3
・文字 方 向

0

1

2

3
・文 字間 隔

文字の回転方向を指定する

オペ ラン ド1(固 定 形式 オペラ ン ド)

回転

文字方向
文字間隔

0。(デ フ ォ ル ト)

90。

ll癖 量目
文字の描画後の起点の移動量を

キ ャラクタ ・フィール ドの大 きさとの関

㍗ 遍 オルト)[唖
3欧 文ピッチ処理1

180。

唖
右向き

270。

■固0
2分 の3

オペ ラン ド2(固 定形式 オペ ラン ド)

行間隔

移動 パ ラメタ

カーソル形状
・行間隔

文字方向に直角な方向へ改行す るときのカーソルの相対的 な位置 を指定す る

0:1(デ フォル ト)

1:4分 の5

2:2分 の3

3:2

・移動 パラメタ カー ソルの動 きと描画点 の動 きの関係 を指定す る

・カーソル形状4種 類 のカー ソルの形状を指定 す る
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キ ャラクタ ・フィール ド・サイズ

(多値オペランド)

dxdy
-一

キ ャラクタ ・フ ィール ド・サイズ)文 字 フ ィール ドの幅 と高 さを設定 す る。

② 補足
キ ャラクタ ・フ ィール ド・サ イズの、幅 また は高 さに負の値を設定 す ると、次 の

様 な文字の フ リップが可能 である。

X 1
lllll

llllI

「 「 L Ｌ
dx>Ody>Odx〈Ody>Odx>Ody〈Odx〈Ody〈0

本 バ ー ジ ョンで は 、幅 と高 さの値 を全 て正 数 に変 換 して、描 画 時 の 文 字 の フ リ ッ

プ はサ ポ ー トしな い。

(4)2/3TEXTUREオ ペ ラ ン ド1

マ ス クサ イ ズ(多 値 オペ ラ ン ド)

① 機 能

機 種 、 ハ イ ライ ト、塗 りつ ぶ しパタ ー ン、 塗 りつ ぶ しマ ス クを設 定 す る。

オ ペ ラ ン ド1(固 定 形式 オ ペ ラ ン ド)

線 種
ハ イ ライ ト

テ クス チ ュア ・パタ ー ン

・線種

糠穂 は実線、点線、破線、一点鎖線の4種 類が あ り、ハ イライ トの糠穂線以

外の全ての糠穂 を設定す る。

0:実 線(デ フォル ト)

1:点 線

2:破 線

3:点 鎖線
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・ハ イ ライ ト

描画 し た図 形 に 「縁 ど り」 を付 け る こと で あ り、論 理 ペ ル サ イ ズ の実 線 で色

はカ ラー モ ー ドに よって0、1な ら黒 、2な ら背景 色 で 、 縁 ど りす る。

0:ハ イ ライ トな し(デ フ ォル ト)

1:ハ イ ライ トあ り

・テ クス チ ュア ・パ タ ー ン

塗 りつ ぶ しパ ター ンを指定 す る。

0:ソ リッ ド(デ フ ォル ト)

1:縦 縞

2:横 縞

3:格 子縞

4マ ス ク

5マ ス ク

6マ ス ク

7マ ス ク

A

B

C

D

マス クAか らマス クDは プ ログラマブル ・テ クスチュア

Cl制 御 コー ドのDEFTEXTUREコ マ ン ドで登録 したパ

ター ンを呼 び出 して使用す る指定

X 1
lllll

lllll

dx dy

マス クサイズ(多 値 オペ ラン ド)

・マ ス クサ イ ズ

マス クA,B,C,Dの ス テ ップ と繰 り返 しで 用 い られ る際 の マ ス ク サ イ ズ
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(5)

(6)

(7)

(8)

2/4POINT

2/5POINT

2/6POINT

2/7POINT

SET(ABS)

SET(REL)

(ABS)

(REL)

多値オペ ラン ド

多値オペ ラン ド

多値オペ ラン ド

多値オペ ラン ド

① 機能

描画 を始 める座標 を設定す る。また、点を描画す る。

・描画点 は
、指定点 に移動す る。

・描画す る点の大 きさは、論理 ペルサ イズである。

コー ド 多値 オペラン ド 描画

2/4描 画点の座標(ABS)

2/5描 画点の変位(REL)

2/6描 画点の座標(ABS)

2/7描 画点 の変位(REL)

(9)LINE(ABS)

(10)LINE(REL)

(11)SET&LINE(ABL)

(12)SET&LINE(REL)

① 機能

・描画点 は
、終点 に移動す る。

描画 しない

描 画 しない

描画す る

描画す る

多値 オペラン ド

多値 オペラン ド

多値 オペラン ド

多値 オペラン ド

・線 分の太 さは論理ペル ・サ イズであ り
、糠穂 は予めTEXTTUREコ マ ン

ドで指定 され たものを使用す る。

コー ド 始点 終点

2/8

2/9

2/A

2/B

な し

な し

始点の座標(ABS)

始点の座標(REL)

終点の座標(ABS)

終点の座標(REL)

終点の座標(ABS)

終点 の座標(REL)
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(13)2/CARC(OUT)多 値オペ ラン ド

(14)2/DARC(FIL)多 値オペ ラン ド

(15)2/ESET&ARC(OUT)多 値オペ ラン ド

(16)2/FSET&ARC(FIL)多 値オペ ラン ド

① 機能

円、円の一部(弧)、 スプ ライ ン曲線を描 画す る。

・描画点 は、終点 に移動す る。

・終点 と始点が一致 す るとき、または終 点 を省略す ると円を描画す る

・中間点 を指定す ると、3点 を通過す る曲線 を描画す る

・2点 以上 の中間点 を指定す ると、スプ ライ ン(雲 型)曲 線 を描画 す る

・ハ イライ トは、弧の部分だ けが対象で ある。

コー ド 始点 中 間点 ・終点

2/Cな し 中間点 ・終 点の変位

2/Dな し 中間点 ・終 点の変位

2/E始 点の座標(ABS)中 間点 ・終点の変位

2/F始 点の座標(ABS)中 間点 ・終点 の変位
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(17)3/ORECTANGLE(OUT)多 値オペ ラ ン ド

(18)3/lRECTANGLE(FIL)多 値オペ ラン ド

(19)3/2SET&RECTANGLE(OUT)多 値オペ ラン ド

(20)3/3SET&RECTANGLE(FIL)多 値 オペ ラン ド

① 機能

長方形 を描画す る。

・描 画点 は、最終描画点 に移動す る(始 点か らx軸 方向にdxだ け移動 した点)

日
始点 最終描画点

多値オペランド

コー ド 始点 領域の大 きさ

3/0

3/1

3/2

3/3

な し

な し

始点の座標(ABS)

始 点の座標(ABS)

領 域 の大 き さ(dx,dy)

領域 の大 き さ(dx,dy)

領 域 の 大 き さ(dx,dy)

領 域 の 大 き さ(dx,dy)
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(21)3/4POLYGON(OUT)多 値 オペ ラン ド

(22)3/5POLYGON(FIL)多 値 オペ ラン ド

(23)3/6SET&POLYGON(OUT)多 値 オペ ラン ド

(24)3/7SET&POLYGON(FIL)多 値 オペ ラン ド

① 機能

多角形 を描画す る。

・描画点 は、移動 しない

・多角形 を閉 じるために、始点 の座標を再度指定す る必要 はない

・次のコマ ン ドの出現 によ り、最後のオペ ラン ドを最終頂点 と して描画す る

多値オペ ラン ド

コー ド

3/4

3/5

3/6

3/7

始点 頂 点の大きさ

な し

な し

始点の座標(ABS)

始点 の座標(ABS)

領 域 の大 き さ(dx,dy)

領 域 の大 き さ(dx,dy)

領 域 の 大 き さ(dx,dy)

領 域 の 大 き さ(dx,dy)

(25)3/81NCREMENTALFIELD

(26)3/91NCREMENTALPOINT

(27)3/AINCREMENTALLINE

(28)3/BINCREMENTALPOLYGON

多値 オペ ラン ド

固定形式オペ ラン ド、

多値オペ ラン ド

多値オペ ラン ド、

移動命令

多値オペ ラン ド、

移動命令

① 機能

簡潔な方法で、複雑 なイメー ジを描画す る。

INCREMENTALFIELDア クテ ィブ ・フ ィール ドを定義す る

INCREMENTALPOINTフ ォ トグラフ ィック図形 を描画す る'

INCREMENTALLINE短 い線分 をつ なぎ合わせ て線画を描画す る

INCREMENTALPOLYGON短 い線分 をっ なぎ合 わせて多角形 を作 り図形を

描画 す る
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(29)3/CSETCOLORカ ラー値(多 値オペ ラン ド)

① 機能

カラーマ ップにカラー値を設定す る。

カ ラーモ ー ド 設 定

O

l

り
白

指定 され たカ ラー値の色が、直接描画色 となる

予 め指定 され ているカ ラーマ ップ ・ア ドレスにカラー値 を設定す る

予 め指定 され ているカ ラーマ ップ ・ア ドレスにカラー値 を設定す る

X 1
ll ll

ll ll

カ ラー値(多 値オペ ラン ド)

3ビ ッ トー組 にしてGRBの カ ラー値 を示す

GRBGRB

② 補足

Xウ イ ン ドウで設定出来 るカ ラー値の範囲 は0～65535で あ り、NAPLPSで

の範囲 は0～7で あるので、実際 に設定す るカ ラー値を次の計算式で変換す る。

設定値=(65535/7)*カ ラー値;
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(30)SELECTCOLOR〔 固定形式オペ ラン ド1〕

〔固定形式オペ ラン ド1〕

① 機能

固定形式オペラ ン ドの個数 に よるカ ラーモー ドの設定、描画色、背景色 のカ

ラーマ ップ ・ア ドレスを指定す る。

オペ ラ ン ド数 カ ラ ーモ ー ド オ ペ ラ ン ド1オ ペ ラ ン ド2

0モrド0な し な し

1モ ー ド1描 画 色 の ア ドレス な し

2モ ー ド2描 画 色 の ア ドレス 背 景 色 の ア ドレス

② 補 足

0:SETCOLORで 指 定 す る色 が 、描 画色 と な る

1:SETCOLORで 指 定 す る色 が 、SELECTCOLORで 指 定 した カ ラー マ ップ ・ア ドレス

に設定 され る。

2:キ ャラク タ ・フ ィー ル ドの フ ォ ン ト以 外 の部 分 を背景 色 で描 画 す る こ とを除 い

て、 カ ラーモ ー ド1と 同様 で あ る。

尚 、ハ イ ライ トの色 は、背 景 色 で あ る。
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3.プ ロ トタイ プ作成

3.1ハ ー ドウェア構成

(1)NAPLPS⇒FAX変 換 システム

富士通S-4/670

NAPLPS

デ ー タ

フ ォ ーマ ッ ト

変 換 アプ リ

FAX

デ ー タ

(2)変 換結果検証 システム

NECPC-9801

FAX

デ ー タ

STAR

FAX

3.2ソ フ トウ ェア構 成

NAPLPSコ ー ド

解析処理

↓

Xイ メージ

描画処理

↓

FAXフ ァイル

作成処理 FAX

デ ー タ

フ ォー マ ッ ト変 換 アプ リケ ー シ ョン

一29一



3.3機 能詳細

3.3.1NAPLPSコ ー ド解析処理

NAPLPSコ ー ドか らFAXデ ータに変換す るには、単純 にコー ドの置 き換 えを

行 ってい るわけで はな く、対象 とす るNAPLPSコ ー ドを解析 してそのイメー ジを

メモ リに展開す る必要が ある。

以下 に、棒 グ ラフのNAPLPSコ ー ドを解析す る過程 について概略 を述 べる。

なお、詳細 は 「資料1・NAPLPSコ ー ド解析例 」に添付す る。

(1)画 面の初期化

NAPLPSコ ー ドの先頭 に くるのは、デ ィスプ レイ領域 を初期化す る一連 のコー

ドである。 このコー ドによって各種属性が初期化 され る。

機 能 集合名 コ ー ド 意 味

CAN cO 18 実行中のマクロの中断する

NSR cO 1f 各種属性を初期化する

SO cO Oe シフ トア ウ ト

RESET pdi 20 属性、 パラメタを初期化 す る

図3-1初 期化 コー ド

(2)文 字集合 の描画

NAPLPSで は、漢字 や英数字な ど文字集合の描画をす る際 は、文字の位置 と大

きさ、色 などを指定 した後でその文字を指定す る。実際 には図3-2の ようなコー ド

の後 に描画す る文字 を指定す る。

機 能 集合名 コ ー ド 意 味

FIELD pdi 38 フ ィール ドを定義す る

TEXT pdi 22 文字の描画様式を決定する

図3-2文 字 を描画す るコー ド

本 システ ムで は、NAPLPSコ ー ドで指定 されて いる大 きさにで きる限 り拡大、

縮小 してXウ イン ドウが保持 しているフォン トを用 いて描画す る。
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(3)図 形の描画

棒 グラフでつかわれ る図形(座 標軸、矩形など)の 描画 も、文字集合 の描画 と伺 様

に、位置、大 きさ、色 を指定 して図形 を描画す る。

機 能 集合名 コ ー ド 意 味

TEXTURE Pdi 23 線種や塗 りつぶ しパターンの指定

SET&LINE pdi 2a 線を描 く(絶 対座標)

SET&RECT pdi 32.33 長方形を描 く(絶 対座標)

図3-3図 形を描画す るコー ド

(4)色 変換

NAPLPSコ ー ドで は、カ ラーを扱 うことが可能で あるが 、本 システムはモノク

ロFAXを 対象 とす るので、白色以外 は黒色 を用 いて描画す る仕様 に している
。

ただ し、 この方法で は白色以外の色が隣接 した場合 に黒 い領域 と して塗 りつぶ され

て しまうので、違 う色 は違 うハ ッチ ングパターンに変換す るように設定す ることが可

能 である。
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3.3.2Xイ メージ描画処理

(1)Xウ イ ン ドウ システ ム

Xウ イ ン ドウ システムで は、各種 の処理 はクライア ン トとサーバの2つ のプログラム

間で分担 して行われ る。

① サーバ

ウイン ドウを生成 し、ス ク リー ン上 に表示 させ た り図 形を表示 させ た りす る。

また、キーボー ドやマ ウス ・ボタ ンの動作を検知 して、その情報 をXプ ロ トコル

(イ ベン ト)と して、 クライア ン トに転送す る。

このように、サーバは直接デバ イスへのアクセスを担当す る。

② クライア ン ト

ウイ ン ドウの生成 を要求 した り、ス ク リー ンの表示、図形 の出力 を要求す る。

これ らの要求 は、Xプ ロ トコル とい うバイ ト・ス トリーム によってサ ーバに転送

され る。

また、キーボー ド入力 やマウス ・ボタ ンの動作 は、サ 一一バか らXプ ロ トコル(イ

ベ ン ト)で 通知 され る。

このように、 クライア ン トはXプ ロ トコル によって結合 してい るサーバを通 じ

て間接的 にデバイス との入 出力 を制御す る。

hostl host2 host3

iクライアントi
.■ iクライアントi

■ ■
iクライアントi
.■

ll ll

コ
iクライアントi

[
・.一'■

サ

|

ノ寸

..…

デ ィスプ レイ

マウス

1:

キ ー ボ ー ド 一

hosto

図3-4Xウ イ ン ドウ シス テ ム
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ま た、 ク ライ ア ン トとサ ーバ は、 ネ ッ トワー ク上 の 異 な った シス テ ム に各 々分 散 され

る こと も1つ の シス テ ム に共 存 させ る こと もで きる。

上 の図 で は、 ネ ッ トワー クで 結合 され た コ ン ピュ ータ ・シス テ ムhosto～3に 各

々 ク ライ ア ン トが あ り、 この ク ライ ア ン トは何 れ もhostoに あ るサ ーバ と通信 して

ウ イ ン ドウ を表 示 させ た り、 図 形 を描 画 した り、 また 、 キ ー ボ ー ドや マ ウス か ら入 力 し

た りす る。
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(2)Xウ イ ン ドウ システムの ソフ トウェア構成

Xウ イ ン ドウを構成す るソフ トウェアは、大 き く分 けると、サーバ とクライア ン トの

2種 類 である。

①`サ ーバ 、

通常 ベ ンダが提供す るものを使用す る。

サーバ側 システムのOSや ハ ー ドウェアなどベ ンダに依存 した操作 は、サーバが

その処理 を担当 して いるので、 クライア ン トは一般 に相手 システムがXプ ロ トコ

ルを理解 できれば、・OSや ベ ンダに依存 しない。

② クライア ン ト

ス ク リー ンにウイ ン ドウを表示 した り、 キーボー ドを入力す るなどの、デ バイ

スに依存す る操作 は全てサーバが担当す るので、デ バイス には依存 しない。

また、アプ リケー ションは、直接Xプ ロ トコルをハ ン ドリングす るので はな く、

Xlibと いうc言 語で書 かれ たライブ ラ リ関数 を呼 び出 し、呼 び出 された

Xlibの 関数がxプ ロ トコルを発行す る。

host1

… クライア ン ト … … クライアン ト …

アプリケーション アプリケーション

XlibXlib

'■

A

・;

1

マウス

1 1 ll

1

Xプ ロ トコル

1
… ク ラ イ ア ン ト … … … サ ー バ ・・一…

デ ィスプ レイ
アプリケーション デ

ノぐ

イ

ス

独
立

O
S

依
存

デ
ノぐ

イ

ス

依
存

∋ ∈ ∋

Xlib ll

キ ー ボ ー ド 一' 、

'

ピク スマ ップ

(メ モ リ)

∈ ∋

hosto

図3-5Xウ イ ン ドウ シス テ ムの ソフ トウ ェア構 成
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(3)本 システムでの描画

サーバが管理す るデ バイスには、物理的な周辺装置 としてのデ ィスプ レイ、キーボー

ド、マウスの他 に、 ピクスマ ップと呼 ばれ るメモ リも存在す る。

本 システムで は、 ウイ ン ドウに描画 す るかわ りに この ピクスマ ップに描画 して、描 画

が完了 したビ ッ トマ ップ ・イメー ジをサーバか ら得 る。

実際には ピクスマ ップはメモ リに確保 され、サーバの構造上 ピクスマ ップ内部での描

画形式はベ ンダ毎 に自由で よい ことになる。

また、サーバか ら得 られ るXイ メー ジ構造体経 由の描画完了 ビッ トマ ップ ・イメー ジ

はフォン トを除 いてベ ンダに依存 しない。

本開発 では、検証用 と してイメー ジ展開結果 を ピクスマ ップだ けでな くデ ィスプ レイ

イにも表示す るオプ ションをつけてい る。

ク ラ イ ア ン ト

アプリケーション

Xlib

Xイ メージ

構造体

サ ーバ

デ
バ
イ

ス
依

存

O
S
依
存

デ

バ
イ

ス
独
立 ピクスマ ップ

(メ モ リ)

描画の完了 した
ビ ッ トマ ップイメー ジ

図3-6本 システ ムでのXウ イ ン ドウの使用概念
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3.3.3FAXデ ータファイル作成 処理

フ ァク シミリで送受信するデ ータは、MH符 号(ModifiedHuffmancode)かMR符

号(ModifiedReadcode)と 呼ばれ るビッ トデ ータで ある。 それぞれ のデ ータはMH符

号化(1次 元符号化)、MR符 号化(2次 元符号化)と 呼ばれ る圧縮処理が行われて い

る。

MH符 号化方式 は63ド ッ トまでのそれぞれ のラ ンレングス(連 続 した同色の ドッ ト

の こと)に ター ミネータ、64ド ッ ト以上 は64の 倍数 ごとにメー クア ップを割 り当て、

その組み合わせで走査線方向の ビ ッ トデ ータを表現す る。 ター ミネータ及びメークア ッ

プ は、ハ フマ ン符号 で構成 され る。

MR符 号化方式 はMH符 号化方式 に加 え、縦方向 も圧縮す ることで、 さ らに30%程

の圧縮 を実現 してい る。 この方式 は直 前に生成 された走査線の差分のみを生成す る。た

だ し途 中でデータエ ラーが発生す ると、それ以降の走査線 は正 しくデ コー トで きな くな

るので、一定の走査線 ごとに基準 とな る走査線 を生成 し、デ ータエ ラーの影響を小 さ く

して いる。例えばフ ァク シミリの場合 、標準モ ー ドで は2本 に1本 の割合いで、高解像

度モー ドで は、4本 に1本 の割合 いで基準 とな る走査線 を送出す る。

MH符 号変換を用 いた場合 のエ ンコー ドの例 を以下 に示す。

走査線の先頭 は白 ランレングスか ら始 ま り、白 ランレングスと黒 ランレングスを交互

に指定する。0～63ド ッ トの ランレングス はター ミネ ータのみ使 い、64～1728

ドッ トのラ ンレングスは64ド ッ トの倍数のメークア ップ とそれ を引いた ドッ トのター

ミネータ符号で構成す る。走査線の最後に はEOL(ラ イ ン終端符号)を 付加 し、 さら

に全体が8ビ ッ トの倍数 となるように0の 可変長信号列をEOLの 直前 に挿入す る。 こ

の ように して、1ラ イ ンのデ ータが生成 され る。

例えば、次図の ようなビッ トパター ンの走査線が あった場合 は、以下 の手順 によ りエ

ンコー ドを行 う。

①黒 ランレングスか ら始 まる場合 は、0ド ッ トの白ランレングスを先頭 に挿入す る。

っま り白メー クア ップはな し、0ド ッ トの白ター ミネータは00110101Bと なる。

②黒メークア ップはな し、5ド ッ トの黒ター ミネータは0011Bと なる。

③64ド ッ トの白メークア ップは11011B、16ド ッ トの白ターーミネータは101010B

とな る。

④192ド ッ トの黒 メークア ップはOOOOIIOOIOOIB,0ド ッ トの黒 ター ミネータは

0000110111Bと な る。
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00110101

閂
■ ■ ■ ■ ■－

OOII

00110101

閂
ロ ロ ～ ロ ロ一

字
■ ■ ～ ■ ■一

110111010100000110010010000110111

↓

OOIIIIOI110101000001100100100001

図3-7MH圧 縮方式

この手順 を繰 り返 して、1ペ ー ジ分のデ ータを送出 した後、送信終了の符号 と してR

TC(制 御復帰符号)を 送信す る。

本 システムでは、検証 のためにSTAR--FAXで 読 み込み可能なTIFFフ ァイル

形式 にFAXデ ータを変換 して出力 している。

白 ランレングス 符号

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

00110101

000111

0111

1000

1011

1100

1110

1111

10011

10100

00111

01000

001000

000011

110100

110101

101010

101011

0100111

0001100

0001000

0010111

0000011

0000100

0101000

0101011

0010011

0100100

0011000

00000010

00000011

00011010

00011011

00010010

00010011

黒 ランレングス 符号

O

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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0000110111

010

11

10

011

0011

0010

00011

000101

000100

0000100

0000101

0000111

00000100

00000111

000011000

0000010111

0000011000

0000001000

00001100111

00001101000

00001101100

00000110111

00000101000

00000010111

00000011000

000011001010

000011001011

000011001100

000011001101

000001101000

000001101001

000001101010

000001101011

000011010010



5

6

7

8

9

0
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9
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8
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4

4
4

4
4

4
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6
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00010101
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00000100

00000101

00001010

00001011

01010010

01010011

01010100

01010101

00100100
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01011000

010noo1
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01001010
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00110010

00110011
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3
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000000100100
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図3-8タ ー ミネ ー タ
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白ランレングス

4
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2

6

0
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8
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011010111
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EOL

図3-9メ ー ク ア ップ
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4.プ ロ トタイプ評価

4.1テ ス ト内容

4.'1.1テ ス ト手順

本 シス テ ム の テス トを以 下 の手 順 で行 った。

(1)G-Searchの 「アイ ・エヌ産業統計データベース」に接続す る。

(2)適 当なデ ータを選択 し、数 値データを表示 した後NAPLPSに よるグラフ

表示 を行 う。

(3)作 成 したNAPLPSデ ー タを本 システムに転送す る。

(4)本 システムを起動 し、FAXデ ータに変換す る。

(5)作 成 したFAXデ ータを検証用 システムに転送す る。

(6)FAXモ デムを使用 して、FAXに 出力す る。

数 値

データ

⇒ 甥 ㌍5轡 ⇒

ア イ ・エヌ産 業 統 計デ ー タ ベ ース

NAPLPS

デ ー タ

)0↓

FAX

デ ータ

)5(↓

〈lsZ霧 こ潜 くiiNAPLPS

デ ータ

(4)

NAPLPS⇒FAX変 換 システム

FAX

デ ー タ

FAX通 信

アプ リケー ション

(6)
変換結果検証 システ ム

図4--1テ ス ト概念図
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4.1.2テ ス トデータ

それ ぞれの グラフに対 して以下のデ ータを用いてテス トを行 った。

テス トに使用 した数値デ ータと実行結果 は、資料2に 添付 す る。

(1)折 れ線 グラフ

・業務種類別売 上高(出 所:通 産省 「特定サー ビス産業動態統計月報 」)

①デ ータベースサービス

期間 は、1991年12月 ～1993年11月

数値データは 「資料2テ ス トデータ1」

実行結果は 「資料2FAX結 果1」 、

・主要国粗鋼生産(出 所:㈱ 鋼材倶楽部 「統計月報」)

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共同体

①米国 ②ECSC③CIS

期間 は、1991年12月 ～1993年ll月

数値データは 「資料2テ ス トデータ2」

実行結果は 「資料2FAX結 果5」

(2)棒 グラフ

・業務種類別売上高(出 所:通 産省 「特定 サービス産業動態統計月報」)

①デ ータベースサ ービス ②各種調査等

期間 は、1993年1月 ～1993年11月

数値データは 「資料2テ ス トデータ1」

実行結果は 「資料2FAX結 果2」

・主要国粗鋼生産(出 所:㈱ 鋼材倶楽部 「統計月報」)

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共 同体

①米国 ②ECSC③ ドィッ ④CIS

期間 は、1993年6月 ～1993年11月

数値データは 「資料2テ ス トデータ2」

実行結果 は 「資料2FAX結 果6」

(3)積 み重 ねグラフ

・業務種類別売上高(出 所:通 産省 「特定サー ビス産業動態統計月報」)
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① データベースサー ビス ③ 各種調査等

期間は、1993年1月 ～1993年11月

数値データはr資 料2テ ス トデータ1」

実行結果 は 「資料2FAX結 果3」

・主要国粗鋼生産(出 所:鋤 鋼材倶楽部 「統計月報」)

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共同体

①米国 ②ECSC③ ドィッ ④CIS

期間 は、1993年1月 ～1993年11月

数値データは 「資料2テ ス トデータ2」

実行結果は 「資料2FAX結 果7」

(4)帯 グ ラフ

・業務種類別売上高(出 所:通 産省 「特定サ ービス産業動態統計月報」)

①計算事務等情報処理 ②キ ーパ ンチ ③ システム等管理運営受託

④情報提供 ・各種調査等

期間 は、1993年1月 ～1993年11月

数値 データは 「資料2テ ス トデータ1」

実行結果は 「資料2FAX結 果4」

・主要国粗鋼生産(出 所:閣 鋼材倶楽部 「統計月報」)

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共 同体

①米国 ②ECSC③ ドィ ッ ④CIS

期間 は、1993年1月 ～1993年11月

数値 データは 「資料2テ ス トデータ2」

実行結果 は 「資料2FAX結 果8」
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4.2テ ス ト評価

それぞれの グラフに対す るテス ト結果 は以下の通 りにな った。

なお、実行時間 とはNAPLPSフ ァイルを読み込 みフォーマ ッ ト変換 を行 ったあと、

FAXフ ァイル を書 き出す までの時間 である。

この結果 を見 ると、圧縮 の時間 による実行速度 の差 はほ とんど見 られない。 これ は、

圧縮 による時間差 よ りも、メモ リにイメー ジを展開後 そのイメー ジを取得 す るの に時間

を要す るためと思われ る。

使用 す る環境 にもよるが、商用サー ビスにおいて も十分実用的な速度 で ある。

折れ線グラフ 棒 グラフ 積み重ねグラフ 帯グ ラフ

NAPLPSサ イズ 2,121バ イ ト 1,193バ イ ト 1,597バ イ ト 1,193バ イ ト

M

H

実 行 時 間 3秒 4秒 4秒 4秒

FAXサ イ ズ 39,946バ イ ト 59,674バ イ ト 67,624バ イ ト 101,276バ イ ト

M

R

実 行 時 間 4秒 4秒 5秒 5秒

FAXサ イ ズ 27,642バ イ ト 57,986バ イ ト 68,756バ イ ト 58,924バ イ ト

M

M

R

実 行 時 間 4秒 4秒 5秒 5秒

FAXサ イ ズ 17,628バ イ ト 42,100バ イ ト 50,136バ イ ト 39,286バ イ ト

無

圧

縮

実 行 時 間 3秒 4秒 3秒 4秒

FAXサ イ ズ 505,994バ イ ト 505,994バ イ ト 505,994バ イ ト 505,994バ イ ト

図4-2テ ス ト結果

また、変換後 のFAXデ ータにつ いて も元 のNAPLPSデ ータと比較 して も品質 の

高 い結果が得 られ ている。

これ は、紙 に出力 したイメー ジをFAXと して出力す る場合 と違 って、メモ リに描画

したイメー ジを直接FAXデ ータに変換 し、FAXモ デムを用 いてFAXに 出力す るか

らで ある。 また、作成 す るFAXデ ー タは、縦2339× 横1728の 解像度 であるの

で、細 い線 も忠実 に再現 で きる。ただ し、 日本語な どの文字集合 は本 システムを稼動 さ

せ るUNIXマ シンが保持 しているフ ォン トを使 って表現 するので、高品位 な出力 を得

るためには、高品位 なフ ォン トを用意 す る必要が ある。
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5今 後の課題

(1)色 変換 について

NAPLPSは カ ラー表現が可能 なプ ロ トコルである。本 システムで は、モノクロF

AXデ ータを対象 として いるので、違 う色のデータは違 うパター ン(縦 縞、横縞 など)

を用 いて表現 してい る。

ただ し、今回の開発 では淡い色 や濃 い色 の差をつけ ることを行 っていないので、元の

画像 の持つイメー ジを十分 に表現 してい るとは言い難 い。様 々なテス トデ ータを用意 し

て、 より自然 に見え る表現方法を研究す る必要が ある。

(2)円 グ ラフのサポー トにつ いて

「アイ ・エヌ産業統計デ ータベース」 では、6種 類 のNAPLPSに よるグラフ表示

を提供 してい るが、本 システムで は円グ ラフはサポー トしていない。

これは、イメー ジデータを展開す る過程 において、NAPLPSデ ータの曲線 に対応

していないためで ある。一般的 なNAPLPSデ ータで曲線が使われ る可能性 は高 く、

必要不可欠 な機能 となるため、次期エ ンハ ンスと してサポー トす る予定 である。

(3)商 用サV-一ビスへの適用

本 システ ムは、プ ロ トタイプ開発 とい うことで、エ ラーチ ェックなど異常時 の処理 は

最小限の機能 しか持 たせていない。 しか し、商用サー ビスでは高 い信頼性 が要求 され る

ため、今後の開発 において最優先 に対処す べ き点で ある。
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6結 び

本 システムの開発意義 は、NAPLPSと いうどち らか と言 えば知名度の低 いプ ロ ト

コルを、世の中 に広 く普及 してい るFAXデ ータに変換す る点 であった。

実際、無手順方式が一般的 なオ ンラインデ ータベースサービスにおいては、当社 が提

供 しているNAPLPSに よるグ ラフ表示機能 も利用者が限 られて しまうのが現状 であ

る。

本開発の最 も重要 な成果 は、 この問題に対 してユーザへの負担を増 やす ことな く解決

す る糸口を見いだ した ことで ある。 また、同様な問題 を抱 える情報提供者に とっての参

考 となれば幸 いである。

文字情報が主流のオ ンラインデ ータベースサー ビスにおいて、画像情報が持 つ多大な

情報量 はもっと認識 され るべ きであ り、今後 さらなる普及 につなげ るためにも、本 シス

テムの必 要性 は高 いと思われ る。

今回の開発 は、NAPLPSか らFAXデ ータの変換 という限 られ た用途の システム

開発であ ったが、今後 は他 の様 々な画像 フォーマ ッ トに対応 してい く予定で ある。
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資料1NAPLPSコ ー ド解析例

機能(集 合名) NAPLPSコ ー ド

CAN(cO):18

NSR(cO):1f4040文 字方 向:0。

行方向:左 →右

文字 と文字 の間 は、0文 字分 あける

行 と行の間は、0文 字分 あける

カーソル、描画点同時移動

線種 は実線
ハ イ ・ライ トしない

テクスチ ャ ・パター ンはソ リッ ド

描画色 は白

SO(cO):Oe

RESET(pdi):20

7f7f

オペ ラ ン ド長 とカ ラー ・モ ー ドをデ フ ォル トにす る

カ ラ ー ・モ ー ドーレ1

カ ラー ・マ ップ ー 〉デ フ ォル ト値

デ ィス プ レー面全 体 を黒 にす る

RESET:カ ー ソル ・ホー ム後 、文 字 関 連 パ ラメ タ をデ フ ォル ト値 にす る

BLINK:ブ リン クを解除 す る

非 保 護 フ ィール ド:非 保 護 フ ィー ル ドを保 護 フ ィー ル ドにす る

TEXTURE:す べ てデ フ ォル ト値 にす る

マ ク ロ:す べ て の マ ク ロ を ク リアす る

DRCS:す べ て のDRCSを ク リアす る

DomAIN(pdi):21

4c

単 一 値 オペ ラ ン ド長:1

多 値 オ ペ ラ ン ド長:4

2次 元描画

ESC(cO):1bCURSOROFF(c1):5d

DO刷N(pdi):21

4c4040405b

単一値オペ ラン ド長:1

多値オペ ラン ド長:4

2次 元描画

pelx=0.0015,pely=0.0015

描画点は左下
SELECTCOLOR(pdi):3e

48

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描画色=グ レー2(2)

RESET(pdi):20

6840

リセ ッ ト:カ ラー関連変化な し

デ ィスプ レー面全体をフォアグ ラウ ン ド・カ ラーにす る

RESET:変 化な し

BLINK:変 化な し
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非保護 フ ィール ド:変 化な し

TEXTURE:変 化 な し

マ クロ:変 化 な し

DRCS:変 化 な し

FIELD(pdi):38

4277434450694240

NapIncre:Field

基 点 は左 下,(0.1875,0.7324)

幅:0.6562,高 さ:0.0391

TEXT(pdi):22

404040494240

文字方向:0●'

行方向:左 →右

文字 と文字の間は、0文 字分あける

行と行の間は、0文 字分あける

カーソル、描画点同時移動

カ ー ソル 形 状:ア ンダ ー ・パ ー ・カ ー ソル

キ ャラ クタ フ ィー ル ドサ イズ

cfsizexニ0.0312,cfsizeyニ0 .0391

フ ィール ドの正負:正 常文字

TEXTURE(pdi):23

4040417258

糠穂は実線
ハ イ ・ライ トしな い

テ クス チ ャ ・パ タ ー ンは ソ リッ ド

マ ス ク ・サ イ ズx=0.0249,y=0 .0391

SELECTCOLOR(pdi):3e

5c

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描画色=白(7)

ESC(cO):1b

ESC(cO):1bl

MNJI:"一 一 業 務 種 類 別売 上 高(月 次 ベ ース)一 一"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

424d576050714240

NapIncre:Field

基 点 は左 下,(0.0410,0.6836)

幅:0.6875,高 さ:0.0391

ESC(cO):1b

KANJI:"出 所:通 産省 「特定 サービス産業動態統計月報」"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4146434247484440

NapIncre:Field

基 点 は左 上,(0.0000,0.4502)

幅:0.0312,高 さ:0.7656

TEXT(pdi):22

4c4040494240

文 字 方 向:0。

行 方 向:上 → 下

文 字 と文 字 の 間 は、0文 字 分 あけ る

行 と行 の 間 は、0文 字 分 あ け る

カ ー ソル 、描 画点 同時 移 動
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カ ー ソ ル 形 状:ア ン ダ ー ・バ ー'カ ー ソ ル

キ ャ ラ ク タ フ ィ ー ル ドサ イ ズ

cfsizex=0.0000,cfsizey=0.0000

フ ィ ー ル ドの 正 負:正 常 文 字

ESC(cO):1b

KANJI:"単 位 百 万 円"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

5850424440485e46

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.8125,0.0098)

幅:0.0430,高 さ:0.0264

TEXT(pdi).:22

404040406e66

文 字 方 向:oo

行 方 向:左 → 右

文 字 と 文 字 の 間 は 、0文 字 分 あ け る

行 と 行 の 間 は 、0文 字 分 あ け る

カ ー ソ ル 、 描 画 点 同 時 移 動

カ ー ソ ル 形 状:ア ン ダ ー ・バ ー ・カ ー ソ ル

キ ャ ラ ク タ フ ィ ー ル ドサ イ ズ

cfsizex=0.0215,cfsizeyニ0.0264

フ ィ ー ル ドの 正 負:正 常 文 字

ESC(cO):1b

KANJI:"月 次"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4069694240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.1758,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"1"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4068525440485e46

NapIncre:Fieid

基 点 は 左 下,(0.1650,0.0098)

幅:0.0430,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"93"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4079516240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.2285,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"2"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4849414240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.2812,0.0361)
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幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"3"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4851697240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.3350,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"4"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4861595240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.3877,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"5"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4871417240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.4404,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"6"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4879715240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.4932,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"7"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

5049597240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.5459,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"8"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

5059495240406e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,ω.5986,0.0361)

幅:0.0215,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"9"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

5061615240485e46
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Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.6416,0.0361)

幅:0.0430,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASB:"10"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

5071497240485e46

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.6943,0.0361)

幅:0.0430,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"11"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

5079795240485e46

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.7471,0.0361)

幅:0.0430,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"12"

SO(cO):Oe

TEXTURE(pdi):23

41

線 種 は 点 線

ハ イ ・ラ イ ト し な い

テ ク ス チ ャ ・パ タ ー ン は ソ リ ッ ド

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406c444258544442

始 点:(0.1562,0.1416)

(0.8125,0.1416)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406e464458564644

始 点:(0.1562,0.2129)

(0.8125,0.2129)
SET&LINE(ABS)(pdi):2a

4169404659514046

始 点:(0.1562,0.2842)

(0.8125,0.2842)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

416b434059534340

始 点:(0.1562,0.3555)

(0.8125,0.3555)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

416d454259554542

始 点:(0.1562,0.4268)

(0.8125,0.4268)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

416f474459574744

始 点:(0.1562,0.4980)

(0.8125,0.4980)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

426a41465a524146

始 点:(0.1562,0.5693)
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(0.8125,0.5693)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

426c44405a544440

始 点:(0.1562,0.6406)

(0.8125,0.6406)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406a7270426d7474

始 点:(0.1826,0.0703)

(0.1826,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

407a6250427d6454

始 点:(0.2354,0.0703)

(0.2354,0.6738)

SBT&LINE(ABS)(pdi):2a

484a4a704a4d4c74

始 点:(0.2881,0.0703)

(0.2881,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

48527a604a557c64

始 点:(0.3418,0.0703)

(0.3418,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

48626a404a656c44

始 点:(0.3945,0.0703)

(0.3945,0.6738)
SET&LINE(ABS)(pdi):2a

487252604a755464

始 点:(0.4473,0.0703)

(0.4473,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

5042424052454444

始 点:(0.5000,0.0703)

(0.5000,0.6738)
SET&LINE(ABS)(pdi):2a

504a6a60524d6c64

始 点:(0.5527,0.0703)

(0.5527,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

505a5a40525d5c44

始 点:(0.6055,0.0703)

(0.6055,0.6738)

SBT&LINE(ABS)(pdi):2a

506a4270526d4474

始 点:(0.6592,0.0703)

(0.6592,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

1

5072725052757454

始 点:(0.7119,0.0703)

(0.7119,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

58425a705a455c74

始 点:(0.7646,0.0703)

(0.7646,0.6738)

TEXTURE(pdi):23
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40

線 種 は 実 線

ハ イ ・ ラ イ ト し な い

テ ク ス チ ャ ・パ タ ー ン は ソ リ ッ ド

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406a424058524240

始 点:(0.1562,0.0703)

(0◆8125,0.0703)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406a7270406a7370

始 点:(0.1826,0.0703)

(0.1826,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi)`:2a

407a6250407a6350

始 点:(0.2354,0.0703)

(0.2354,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

484a4a70484a4b70

始 点:(0.2881,0.0703)

(0.2881,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

48527a6048527b60

始 点:(0.3418,0.0703)

(0.3418,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

48626a4048626b40

始 点:(0.3945,0.0703)

(0.3945,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

4872526048725360

始 点:(0.4473,0.0703)

(0.4473,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

5042424050424340

始 点:(0.5000,0.0703)

(0.5000,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

504a6a60504a6b60

始 点:(0.5527,0.0703)

(0.5527,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

505a5a40505a5b40

始 点:(0.6055,0.0703)

(0.6055,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

506a4270 50 6a 43 70

始 点:(0.6592, 0. 0703)

(0.6592,0.0742)

SET&LINE(旭s)(pdi) : 2a

50727250 50 72 73 50

始 点:(0.7119, 0. 0703)

(0.7119,0.0742)
SET&LINE(朋s)(pdi) : 2a

58425a70 58 42 5b 70
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始 点:(0.7646,0.0703)

(0.7646,0.0742)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406a4240426d4444

始 点:(0.1562,0.0703)

(0.1562,0.6738)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406c4442406c4c42

始 点:(0.1562,0.1416)

(0.1602,0.1416)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

406e4644406e4e44

始 点:(0.1562,0.2129)

(0.1602,0.2129)
SET&LINE(ABS)(pdi):2a

4169404641694846

始 点:(0.1562,0.2842)

(0.1602,0.2842)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

416b4340416b4b40

始点:(0.1562,0.3555)

(0.1602,0.3555)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

416d4542416d4d42

始 点:(0.1562,0.4268)

(0.1602,0.4268)
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SET&LINE(ABS)(pdi):2a

416f4744416f4f44

始 点:(0.1562,0.4980)

(0.1602,0.4980)

SET&LINE(ABS)(pdi):2a

426a4146426a4946

始 点:(0.1562,0.5693)

(0.1602,0.5693)
SET&LINE(ABS)(pdi):2a

426c4440426c4c40

始点:(0.1562,0.6406)

(0.1602,0.6406)
FIELD(pdi):38

4049666640585e66

Naplncre:Field

基点 は左 下,(0.0488,0.0576)

幅:0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"0"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

404c616040585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下

幅:0.1074

SI(cO):Of

BASE:"10000"

SO(cO):Oe

(0.0488,0.1289)

高 さ:0.0264
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FIELD(pdi):38

404e636240585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.0488,0.2002)

幅:0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"20000"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4148656440585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.0488,0.2715)

幅:.0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE;"30000"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

414a676640585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.0488,0.3428)

幅:0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"40000"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

414d626040585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.0488,0.4141)

幅:0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"50000"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

414f646240585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.0488,0.4854)

幅:0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASE:"60000"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

4249666440585e66

Naplncre:Field

基点 は左下,(0.0488,0.5566)

幅:0.1074,高 さ:0.0264

SI(cO):Of

BASB:"70000"

SO(cO):Oe

FIELD(pdi):38

424c606640585e66

Naplncre:Field

基 点 は左下,(0.0488,0.6279)

幅:0.1074,高 さ:0.0264'

SI(cO):Of
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BASE:"80000"

SO(cO):Oe

SELECTCOLOR(pdi):3e

70

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描 画 色=黄 色(12)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

406a4a4441415876

描 画 点:(0.1602,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2842)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

4072726441415c70

描 画 点:(0.2129,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2969)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

4842624442415c70

描 画 点:(0.2656,0.0723)

塗 り つ ぶ し矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.Ol46,0.5469)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

48524a6441415b76

描 画 点:(0.3184,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2959)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

485a7a4441405b72

描 画 点:(0.3711,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2627)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

486a627441405a76

描 画 点:(0.4248,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2607)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

487a525441405b74

描 画 点:(0.4775,0.0723)

塗 りつ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 両 点 は 左 下

(0.0146,0.2637)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

50427a7441405c76

描 画 点:(0.5303,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2686)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

50526a5441435b70

描 画 点:(0.5830,0.0723)

塗 り つ ぶ し矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.3555)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

5062527441405a72

描 画 点:(0.6357,0.0723)
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塗 りつぶ し矩形 描 画 点 描 画 点 は左 下

(0.Ol46,0.2588)

SELECTCOLOR(pdi):3e

7c

カ ラー ・モ ー ド=[1]

描 画 色=水 色(15)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

406a6a4440425c76

描 画 点:(0.1758,0.0723)

塗 りつぶ し矩 形 描 画 点 描 画 点 は左 下

(0.0146,0.0811)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

407a5264'40425e70

描 画 点:(0.2285,0.0723)

塗 りつぶ し矩形 描 画 点 描 画 点 は左 下

(0.0146,0.0859)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

484a424440435976

描画 点:(0.2812,0.0723)

塗 りつぶ し矩 形描 画 点 描 画 点 は左 下

(0.0146,0.1006)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

48526a6440425f70

描 画 点:(0.3340,0.0723)

塗 りつ ぶ し矩 形描 画 点 描 画点 は左 下

(0.Ol46,0.0898)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

48625a5440425c74

描 画 点:(0.3877,0.0723)

塗 りつ ぶ し矩 形描 画 点 描 画点 は左 下

(0.0146,0.0801)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

4872427440425d74

描 画点:(0.4404,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.0840)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

487a725440425c74

描 画点:(0.4932,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.Ol46,0.0801)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

504a5a7440425c72

描 画 点:(0.5459,0.0723)

塗 りつぶし矩形描画点 描画点は左下

(0.Ol46,0.0791)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

505a4a5440425f72

描 画 点:(0.5986,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.0908)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

5062727440425d72

描画 点:(0.6514,0.0723)
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塗 りつぶし矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.0830)

SELECTCOLOR(pdi):3e

68

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描画色=マ ゼ ンダ(10)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

40724a4440465b76

描 画 点:(0.1914,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.2021)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

407a726440465d76

描 画 点:(0.2441,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.Ol46,0.2100)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

484a625441465a72

描 画 点:(0.2979,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.4463)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

485a4a7440465c74

描 画 点:(0.3506,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.2051)
SET&RECT(FILL)(pdi):33

48627a5440455e76

描画 点:(0.4033,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.Ol46,0.1826)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

4872627440455d72

描 画 点:(0.4561,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.Ol46,0.1768)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

5042525440455e76

描 画 点:(0.5088,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.Ol46,0.1826)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

504a7a7440465874

描 画 点:(0.5615,0.0723)

塗 りつぶ し矩形描画点 描画点は左下

(0.0146,0.1895)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

505a6a6441405b74

描 画 点:(0.6152,0.0723)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0146,0.2637)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

506a5a4440455d70

描 画 点:(0.6680,0.0723)
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塗 りつぶし矩形描画点 描両点は左下

(0.0146,0.1758)

SELECTCOLOR(pdi):3e

5c

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描 画 色 二 白(7)

SET&RECT(OUTLINED)(pdi)

59525062406b6e42

描 画 点:(0.8223,0.3135)

矩 形 描 画 点

32

描 画 点 は 左 下

(0.1758,0.1182)SELECTCOLOR(pdi)

70

カ ラ ー ・モ 一一 ド=[1]

描 画 色=黄 色(12)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

59545f6440484244

描 画 点:(0.8262,0.4043)

塗 り つ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0312,0.0098)

FIELD(pdi):38

595c754440604e46

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.8672,0.3965)

幅:0.1289,高 さ:0.0264

SELECTCOLOR(pdi):3e

5c

カ ラ ー ・モ ー ド ニ[1]

描 画 色=白(7)

ESC(cO):1b

K州JI:"情 報 提 供 ・各"

SO(cO):Oe

SELECTCOLOR(pdi):3e

7c

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描 画 色=水 色(15)

SET&RECT(FILL)(pdi):33

59535e6240484244

描 画 点:(0.8262,0.3682)

3e

塗 りつぶし矩形描画点 描両点は左下

(0.0312,0.0098)

FIELD(pdi):38

595b744240604e46

NapIncre:Field

基 点 は左 下,(0.8672,0.3604)

幅:0.1289,高 さ:0.0264

SELECTCOLOR(pdi):3e

5c

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描画色=白(7)

ESC(cO):1b

㎜JI:"デ ー タ ベ ー ス"

SO(cO):Oe

SELECTCOLOR(pdi):3e

68
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カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描 画 色=マ ゼ ン ダ(10)

SET&RECT(FILL)(pdi)33

59525d6040484244

描 画 点:(0.8262,0.3320)

塗 りつ ぶ し 矩 形 描 画 点 描 画 点 は 左 下

(0.0312,0.0098)

FIELD(pdi)38

595a734040585e66

Naplncre:Field

基 点 は 左 下,(0.8672,0.3242)

幅:0.1074,高 さ0.0264

SELECTCOLOR(pdi)3e

5c

カ ラ ー ・モ ー ド=[1]

描 画 色=白(7)

ESC(cO)lb

K州JI:"各 種 調 査 等"

一60一



資料2数 値データと実行結果

一一 業務種類別売上高(月 次 ベース)一 一

出所:通 産省 「特定サー ビス産業動態統計月報」
単位:百 万円

91年12月92年1月

合 計
ソフ トウェア開発

計算事務等情報処理

うちオ ンライ ン

うちオフライ ン
キーパ ンチ

システム等管理運営受託

情報提供 ・各種調査等

データベースサー ビス

各種調査等

306,457
182,317

56,987

34,798

22,189

3,488

14,197

49,468

12,431

37,037

92年6月

合 計265,144

ソ フ トウ ェア開 発150,439

計 算事 務 等情 報 処 理56,206

うち オ ンライ ン35,772

うち オ フ ライ ン20,434

キー パ ンチ3,714

シス テ ム等管 理 運 営 受託13,742

情 報提 供 ・各 種調 査 等'41,043

デ 一 夕 ベー ス サ 一一ビス12,466

各種 調 査 等28,576

合 計
ソフ トウェア開発

計算事務等情報処理

うちオ ンライ ン

うちオフライ ン

キーパンチ
システム等管理運営受託

情報提供 ・各種調査等
デ ータベースサービス

各種調査等

合 計
ソフ トウェア開発

計算事務等情報処理

うちオンライ ン

うちオフライ ン
キーパ ンチ

システム等管理運営受託

情報提供 ・各種調査等

データベースサービス

各種調査等

250,336
137,818

52,089

32,799

19,290

3,541

13,825

43,061

12,291

30,771

92年2月92年3月92年4月92年5月

254,964613,081223,753235,003

141,130442,745115,468123,521

52,797

33,357

19,440

4,114

13,523

43,400

13,327

30,073

74,02051,06954,793

42,03132,47035,624

31,98918,60019,169

5,1573,4833,362
16,34312,64612,831

74,81541,08840,497

16,12814,01012,382

58,68727,07828,115

92年7月92年8月92年9月92年10月92年11月

254,162236,237435,756222,765238,838

140,100289,243117,027129,584

1

2

8

0

9

3

9

4

9

6

2

4

6

6

2

3

4

6

8

3

0

1

3

8

6

5

0

3

3

1

2

8

【」

り
0

り
乙

1

4

1
⊥

り
6

53,198

34,806

18,392

3,370

12,918

39,945

12,052

27,893

70,36749,21752,421

46,73132,31733,266

23,63616,90019,155

3,4183,1853,301

14,93312,55212,657

57,79540,78340,875

12,63412,43412,523

45,16128,34928,352

92年12月93年1月93年2月93年3月93年4月93年5月

278,048238,677247,868596,825209,450226,210

160,290

54,961

36,515

18,446

3,483

13,057

46,256

12,890

33,366

132,588

49,692

31,838

17,854

3,744

12,738

39,916

11,471

28,445

136,258428,041103,797

53,81372,15848,597

35,42741,645'32,170

18,38730,51216,427

3,9934,7863,220

12,16015,06012,231

41,64576,78041,606

12,09114,14312,738

29,55462,63728,867

120,561

53,362

34,936

18,426

3,018

12,290

36,979

11,277

25,702

93年6月93年7月93年8月93年9月93年10月93年11月

243,593229,482207,068405,280200,235216,410

135,686125,257106,765274,574102,629114,279

54,608

34,363

20,245
3,159

13,524

36,616

11,809

24,807

51,316

33,536

17,780

3,431
12,400

37,078

11,367

25,712

47,031

32,233

14,799

3,352

12,212

37,707

11,121

26,586

64,146

43,880

20,266

3,257

13,384

49,918

12,805

37,113

46,283

31,275

15,007

3,067

11,875

36,382

11,696

24,686

47,982
32,391

15,591

3,305

12,420

38,425

12,395

26,030

テ ス トデ ー タ1
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一一 銑鉄 生産 ・出荷 ・在庫 一一

出所:(社)通 産統計協会(通 産省,

単位:千 トン、%
<生

数 量

92年1月6,190

92年2月5,785

92年3月6,249

92年4月5,817

92年5月6,222

92年6月6,029

92年7月6,195

92年8月6,132

92年9月5,963

92年10月6,190

92年11月6,057

92年12月6,314

93年1月6,293

93年2月5,580

93年3月6,292

93年4月6,056

93年5月6,430

93年6月6,389

93年7月6,331

93年8月6,296

93年9月6,095

93年10月6,177

93年11月5,761

93年12月P6,038P

(社)鋼 材倶楽部)「 鉄鋼統計月報」

産 〉<出 荷

数 量前 年 比

200-11.8

-8
.3217

-10
.5217

-13
.7223

-9
.5256

-7
.6241

-10
.1275

-11
.0284

-8
.6280

-8
.5259

-3
.9230

2.5235

2281.7

233-3.5

0.7248

4.1210

3.4215

6.0225

2.2218

2.7220

2.2244

-0
.2275

-4
.9335

-4
.4P373
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ー一 主要国粗 鋼生 産 一 一

出所:(社)鋼 材倶楽部((社)鋼 材倶楽部,通 産省)「 統計月報」
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一一 主要国粗鋼生産 一一

出所:(社)鋼 材倶楽部((社)鋼 材倶楽部,通 産省)「 統計月報」

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共同体

14000

12000

単10000F-・

位
8000・ ・

千

ト,6000

ン
4000

2000

一 米 国

IIIIIIIglllEIECSC

m脚‖lllllドイ ツ

≡≡CIS一



ー

O

q⊃

ー

一一 主要 国粗 鋼生産 一一

出所:(社)鋼 材倶楽部((社)鋼 材倶楽部,通 産省)「 統計月報」

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共同体

35000

30000

単25000

位
20000

干

ト15000

ン
10000

5000

0

癒而i

量32

ぎ
‥、。　
　
一一　
　　　==　一　
三

・一=
　　==　‥　=　≡⊇
　.㎜

.讐
誓

事

重
一珊

一雪

裏
垂
垂
　　=

奎
筆墨
董
:

　　≒
。　=一三
　　¶

幽

　　　　≡
　一・　　　一肥

≡ ≡CIS

llllllllll‖lllドイ ツ

囲盤ECSC

－ 米 国

3456789101112
月次



ー

ペ

O

ー

単
位

%

一一 主要国粗鋼生産 一一

出所:(社)鋼 材倶楽部((社)鋼 材倶楽部,通 産省)「 統計月報」

ECSC:欧 州石炭鉄鋼共同体

」
　『
　　　一…　　　(
　三
一　　　≡
　　　一㎜
㎜

垂

垂　喜
華
酬

圭

睾
≡墨垂
訓

≧

　　≡
　一　　　　　≡
一≡　　　　華
一≡
㎜

=

　 　

1

39

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

1

㎜1・・㎜
≡CIS

ll田1剛11ドイ ツ

ーECSC

－ 米 国

23456789101112
月次



禁無断転載

平成6年3月 発行

財団法人 データベース振典センター

東京都港 区浜松 町二 丁 目4番1号

世界貿易セ ンター ビル7階

TELO3-3459-858i

株式会社 ジー ・サ ーチ

東京都港 区海岸3-9-15

LOOP-Xビ ル7階

TELO3-5442-4390

株式会社 トライ

東 京都文京 区向丘1-3-7



ー

F

'




